
次　回
11月14日の
例　会

　皆さんこんにちは。私自身ロータリーについて一番学ばせていただいたのは入会したて
の頃と、今年度ではないかと存じます。また、幹事の時にクラブ運営について学ばせてい
ただきました。
　本日は、勝又重春クラブ研修リーダーの卓話がありますが、我がクラブでは４年前にクラブ研修リーダー
を設け、初代が嶋田泉太郎君で、勝又重春君は２代目となります。クラブ研修リーダーの役割は何であるか
ご存知の方いらっしゃいますか。
　後ほど卓話で説明があると思いますが、若干述べさせていただきます。
　クラブ研修リーダーは、任期は１年ですが、３年間は継続して務めることができ、地区の方からは継続す
るよう推奨されております。そしてクラブ研修を行うことや、戦略計画を組むのに参画したり、今年のよう
に規定審議会が行われた年は、クラブ細則の見直しを行う等、大切な役割が与えられております。また、志
田ガバナーは地区大会での決議は、アシスタント・ガバナーとクラブ会長・幹事・クラブ研修リーダーでの
協議も視野に入れているようです。
　さて、11月２日から６日を「楓蔦黄」（もみじつたきばむ・もみじつたきなり）といい、
北国や山々はすでに紅葉が始まっておりますが、この近隣では伊豆の天城と河口湖が紅葉日
本百選に選ばれております。旅の達人村田博之氏が選んだ紅葉の名所ベスト10のうち、第１
位が京都の東福寺で、２位は北海道の大雪山、３位は富山の立山黒部アルペンルートを挙げ
ております。紅葉は春の桜と並び日本の美の象徴として、私たちの心を癒してくれる季節の
恵みではないでしょうか。

会長挨拶用
ＱＲコード

会 長 挨 拶 勝又　敏雄

会　員　慶　事

第2301回　例会プログラム

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

御殿場ロータリークラブ
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週報
●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／ロータリー財団月間に因んで
　　　　　　　ロータリー財団委員会

●会員誕生日／11月７日　芹澤隆博君
●結婚記念日／11月９日　滝口喜徳君　けい子様　ご夫妻
　　　　　　　11月12日　水口正宏君　伸子様　ご夫妻
●皆　出　席／11月２日　土屋闊正君（30年）
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Engage Rotary Change Lives
ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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★12 ： 30点鐘
★ＹＭＣＡ東山荘
★御殿場・小山地区の安全について
　御殿場警察署長　石津裕士様
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欠席者（３名） 井上　元君・芹澤正明君・鈴木崇司君 

 

10/31の出席報告 10/31のスマイル

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

芹澤隆博君をよろしくお願いいたします。
菅沼　久君・内海隆治君



勝又　敏雄
橋本　喜市
渡辺　修司
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クラブ研修リーダー

勝 又 重 春 君

クラブ研修について
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山内　強嗣君
勝又　博文君
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根上　眞一君
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鈴木　榮一君
内海　隆治君
渡辺　　巌君
神谷　高義君
若林　洋平君
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10/17のメーキャップ

司会
秋田悦夫君

誕生日
根上眞一君　　大和田浩二君

新入会員　芹澤隆博君

ソングリーダー
勝又博文君

出席報告
林　則夫君

　クラブ研修は、“会員とのコミュニケーションの場づ
くり”と考えています。
　先ずは、クラブ研修リーダー（Club Trainer）の務め
は何か確認してみましょう。それは、ロータリークラ
ブにおいて包括的な研修を計画・実行することが、ク
ラブ会長とクラブ研修リーダーの責務となっていま
す。その任期は１年ないし３年以内です。この任期
は、クラブ長期計画の継続・達成のために、単年度で
終わる会長を継続的にサポート・助言するとともに、
会長のアドバイザーとしてクラブの方向性をフォロー
とチェックする立場にあるためです。
　今回の研修テーマは、勝又会長が掲げた「ロータ
リーの基本を振り返り」にもとづき、取り上げてみま
した。
【クラブ会員のロータリーへの思い】
ベテラン会員にはイブシ銀のごとき存在感。中堅会員
には輝いて魅力ある行動力。新会員には挑戦する姿勢
をと願っています。
【 変化するロータリー 】
①「CLP（Club leadership Plan）の経過とクラブ長
期計画」

　CLPの目的は、社会変化に対応するための効果的な
クラブの枠組みを提供することにより、ロータリー
クラブの強化をはかることです。しかし、国際ロー
タリーにおいて、一時、CLPの枠組みから「職業奉

仕」が脱落していましたが、復帰するという経由が
ありました。わがクラブは、2006年、CLPについて
研究委員会にて学習・協議し、既存の組織・体制を
継続しました。以前は、ロータリーは継続的事業が
少なかったが、2010-2011年度より効果的なクラブ
として、CLPとともに「クラブ長期計画策定」を共
有するようになっています。
②「ロータリー財団・未来の夢計画」
　ロータリー財団の使命に沿って、プログラムの運営
を簡素化し、理解を深め、奉仕活動をメディアと地
域社会に広めるなど、ロータリーの公共イメージを
高めることである、と要約されています。この内容
等はロータリー財団委員会に委ねます。
③「ロータリーとＩＴ（Information and Communication 
　Technology ）」

　すでに、ロータリーにも家庭にも情報通信技術
（ＩＴ）の波が押しよせて来ているのが現実です。
しかも今日では、ソーシャル・ネットワーキング・
サービス（SNS）など、インターネットを利用する
交流の場で、情報交換や問題意識を共有することも
できます。
　ＩＴに関する最新の動きとも言える「ロータリーＥ
クラブ」は、電子的な手段で会合を開くロータリー
クラブです。したがって、例会はクラブのウェブサ
イト上で行います。ＲＩ規定審議会は、６年間の試
験期間を経て、2010年、ロータリーＥクラブを国際
ロータリーの一部とすることを認めました。専門職
業や地域社会のリーダーで、遠距離あるいは多忙な
スケジュールなどの理由により毎週の例会出席が物
理的に行けぬ会員が、例会出席を満たすことができ
ます。Ｅクラブ運営等は、ロータリークラブと同じ
です。一般のロータリアンも、オンラインでＥクラ
ブに出席して、メーキャップすることができます。
　ご清聴を感謝いたします。誠に、ありがとうござい
ました。

～ロータリーの基本を
　　　　   振り返り～


